
　
２
０
１
０
年
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
国

際
中
等
教
育
学
校
は
、
日
本
の
国
公
立
中

学
校
・
高
校
と
し
て
初
め
て
、
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
機
構
（
以
下
、Ｉ
Ｂ
）
か
ら
Ｉ
Ｂ
・

ワ
ー
ル
ド
・
ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｂ
は
、
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
、
世
界
共
通
の
大
学
入
学
資
格
を
授
与

す
る
ス
イ
ス
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
同
ワ
ー
ル

ド
・
ス
ク
ー
ル
は
Ｉ
Ｂ
が
提
供
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た

学
校
で
、
Ｉ
Ｂ
加
盟
校
と
も
呼
ば
れ
る
。

文
部
科
学
省
で
は
、
今
後
５
年
間
で
Ｉ
Ｂ

加
盟
校
に
相
当
す
る
学
校
を
２
０
０
校
に

増
や
す
方
針
を
立
て
て
お
り
、
同
校
は
そ

の
先
導
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　
同
校
は
東
京
学
芸
大
の
附
属
校
と
し
て

早
く
か
ら
帰
国
生
を
受
け
入
れ
、
帰
国
生

の
特
性
に
応
じ
た
教
育
を
実
践
し
て
き

た
。
07
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
国
際
中
等
教
育
学

校
に
改
編
。
同
時
に
将
来
の
Ｉ
Ｂ
加
盟
校

認
定
を
見
据
え
て
、
Ｉ
Ｂ
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
導
入
し
た
。

　
通
常
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
か
ら
実
際
に

加
盟
校
に
認
定
さ
れ
る
ま
で
３
〜
５
年
か

か
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
間
、
Ｉ
Ｂ
か
ら

何
度
か
審
査
員
を
招
い
て
授
業
方
法
や
使

用
す
る
教
材
な
ど
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
改
善
し
、
最
終
的
に
認
定
の

可
否
の
審
査
を
受
け
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

　
一
度
認
定
さ
れ
て
も
そ
れ
で
終
わ
り
で

は
な
い
。
Ｉ
Ｂ
加
盟
校
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
は
、
３
〜
４
年
ご
と
に
審
査
を
受
け

て
、
そ
の
都
度
認
定
を
更
新
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
福
泉
悦
也
副
校
長
は
「
認
定

を
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
加
盟
を
取
り
消

さ
れ
、
再
び
一
か
ら
出
直
さ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
間
、
国
際
情
勢

や
教
育
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
、
Ｉ
Ｂ
自

体
の
教
育
内
容
や
方
針
が
変
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
加
盟
校
は
そ
の
変
化
を
注
意

深
く
捉
え
、
教
育
内
容
を
不
断
に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
述
べ
る
。
激
変
す
る
世
界
情
勢
の

中
で
、
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｂ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
準

拠
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
Ｉ
Ｂ
は
加
盟
校
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
多
様
性
）
も
重
視
し
て
い
る
。
出
来
る

東京都・国立　東京学芸大学附属国際中等教育学校
◎１９４７年、東京第三師範学校附属中学校として開校。５１年に東京学芸大学附
属大泉中学校に改称、６５年に帰国子女教育学級を設置し、帰国生の特性を生か
した教育を始める。２００７年、国際中等教育学校に改編され国際バカロレア機構
の教育プログラムを導入。１０年に同機構より加盟校に認定された。

設立　１９４７（昭和２２）年　　　形態　全日制／普通科／共学

生徒数（１学年）　約１２０人

11年度入試合格実績　卒業生なし。

住所　〒178-0063　東京都練馬区東大泉5-22-1

電話　03-5905-1326

Web Site　http://www.iss.oizumi.u-gakugei.ac.jp/

S
chool P

rofi le
厳
し
い
審
査
を
ク
リ
ア
し

Ｉ
Ｂ
加
盟
校
に
認
定 国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
加
盟
校
と
し
て

「
世
界
標
準
」の
教
育
を
目
指
す

東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校
は
、

２
０
１
０
年
に
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
の
加
盟
校
の
認
定
を
受
け
た
。
教
科
横
断
型
の
探
究
型
授
業
、

イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
授
業
な
ど
バ
カ
ロ
レ
ア
の
理
念
に
則
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
教
育
に
触
発
さ
れ
、

海
外
に
目
を
向
け
る
生
徒
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。

東京都・国立
東京学芸大学附属
国際中等教育学校

事例　3
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Case 第
２
部

　
高
校
が
実
践
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取
り
組
み

1

2

3

4

限
り
自
国
や
地
域
の
文
化
、
価
値
観
を
教

育
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、「
日
本
の
学
校
」
と
し
て

出
来
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

し
っ
か
り
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
Ｉ
Ｂ
が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次

の
３
種
類
で
あ
る
。
３
〜
12
歳
を
対
象

と
す
る
初
等
課
程
（Prim

ary Y
ears 

Program
m
e

：PY
P

）、
11
〜
16
歳
を
対

象
と
す
る
中
等
課
程
（M

iddle Y
ears 

Program
m
e

：M
Y
P

）、
16
〜
19
歳
に

相
当
す
る
デ
ィ
プ
ロ
マ
課
程
（D

iplom
a 

Program
m
e

：D
P

）。
同
校
が
認
定
を

受
け
て
い
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
同
校
の

１
〜
４
年
次
（
中
学
１
年
〜
高
校
１
年
）

を
対
象
と
し
た
Ｍ
Ｙ
Ｐ
の
み
で
あ
る
（
図

１
）。

　
Ｉ
Ｂ
加
盟
校
に
な
る
と
、
Ｉ
Ｂ
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
順
守
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、
教
育
内
容
自
体
は
文
部
科
学
省

の
学
習
指
導
要
領
の
内
容
と
著
し
く
異
な

る
こ
と
は
な
い
。
Ｍ
Ｙ
Ｐ
は
言
語
Ａ
（
母

語
）、
言
語
Ｂ
（
第
二
言
語
）、
人
文
科
学
、

数
学
、科
学
、芸
術
、体
育
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
８
教
科
群
か
ら
な
る
が
、
同
校
は
そ
れ

ぞ
れ
国
語
、
外
国
語
、
地
歴
公
民
、
数
学
、

理
科
、
芸
術
、
保
健
体
育
、
技
術
・
家
庭

と
情
報
を
当
て
て
い
る
（
Ｐ
．24
図
２
）。

　「
Ｉ
Ｂ
ら
し
さ
」
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、

教
育
内
容
よ
り
も
指
導
方
法
や
評
価
の
あ

り
方
で
あ
る
。
生
徒
が
政
治
・
経
済
・
環

境
問
題
を
横
断
的
に
理
解
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
評
価
し
た
り
、
教
科
を
超
え
た
連

携
が
取
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
よ
う
に
、

指
導
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
Ｉ
Ｂ
が

目
指
す
国
際
的
な
視
野
や
探
究
す
る
姿

勢
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を

涵か
ん

養よ
う

し
て
い
く
の
だ
。

　
そ
の
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
単
に
８

教
科
群
を
日
本
の
各
教
科
に
当
て
は
め
る

だ
け
で
は
、
Ｉ
Ｂ
の
理
念
を
体
現
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
例
え
ば
、
同
校
で

は
人
文
科
学
を
地
歴
公
民
に
置
き
換
え

て
い
る
が
、
Ｉ
Ｂ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は

H
um
anities

で
あ
り
、
歴
史
や
地
理
だ

け
で
は
な
い
周
辺
知
識
を
含
め
た
教
養
科

目
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
前
期

課
程
で
基
礎
地
理
、
基
礎
歴
史
を
担
当
す

る
秋
山
寿
彦
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
Ｉ
Ｂ
の
認
定
審
査
の
時
に
、『
検
定
教

科
書
以
外
に
何
を
使
う
の
か
』
と
聞
か
れ

ま
し
た
。
教
科
書
は
『O

ne of T
hem

』

で
あ
り
、
多
様
な
教
材
を
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。
あ
く
ま
で

もH
um
anities

と
い
う
概
念
に
則
っ
て
、

文
化
人
類
学
や
心
理
学
な
ど
を
含
ん
だ
幅

広
い
教
養
を
提
供
す
る
科
目
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

　
Ｉ
Ｂ
で
は
複
眼
的
思
考
、
問
題
解
決
能

力
を
養
う
た
め
、
異
な
る
学
問
分
野
を
つ

な
ぐ
教
科
間
連
携
が
重
視
さ
れ
る
。
複
数

教
科
に
ま
た
が
る
内
容
を
１
人
の
教
師
が

教
え
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
重
な
る
内
容
に

つ
い
て
教
科
間
で
事
前
に
分
担
な
ど
の
す

り
合
わ
せ
を
行
っ
た
り
、
他
教
科
の
教
師

か
ら
関
連
資
料
の
提
供
を
受
け
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　
例
え
ば
、
生
物
に
お
い
て
遺
伝
子
組
み

換
え
技
術
を
扱
う
際
、
単
に
技
術
的
な
知

国際バカロレア機構のプログラムの種類図１

初等課程
Primary Years Programme
（略称：PYP）

中等課程
Middle Years Programme
（略称：MYP）

ディプロマ課程
Diploma Programme
（略称：DP）

３歳～12 歳

11歳（小学６年生）～
16 歳（高校１年生）

５年プログラム

16 歳（高校２年生）～
19 歳（高校３年生）

２年プログラム

同校では、１年次（中学1年）から4年次（高校1年）の 4年
間のプログラムとして認定を受けている
＊学校資料を基に編集部で作成

東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校
副
校
長

福
泉
悦
也

F
u

k
u

izu
m

i E
tsu

y
a

教
職
歴
34
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

「『
何
事
も
積
極
的
に
挑
戦
す
る
』行
動

力
溢
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校

齋
藤
淳
一

S
aito

u
 Ju

n
ich

i

教
職
歴
30
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年

目
。５
学
年
主
任
。「
初
心
を
忘
れ
ず
、常

に
生
徒
か
ら
学
ぶ
姿
勢
で
い
た
い
」

東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校

秋
山
寿
彦

A
k

iy
am

a T
o

sh
ih

ik
o

教
職
歴
30
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年

目
。校
内
研
究
担
当
。「
生
徒
個
々
の
才
能

を
引
き
出
し
、伸
ば
す
工
夫
を
し
た
い
」

P
rofi le

評
価
や
指
導
方
法
の
工
夫
で

「
Ｉ
Ｂ
ら
し
さ
」を
追
究

教
科
を
超
え
た
授
業
で

複
眼
的
な
思
考
を
鍛
え
る

23 2012  Extra Edition



識
を
伝
達
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を

今
後
の
農
業
の
発
展
に
生
か
し
て
い
く
た

め
に
は
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
と
リ
ス
ク

が
あ
る
か
を
議
論
す
る
。
議
論
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
教
師
に
は
、
生
物
の
遺

伝
子
の
知
識
と
公
民
の
農
業
政
策
に
つ
い

て
の
知
見
が
同
時
に
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
数
学
の
授
業
で
は
、
数
か
国
に
ま
た

が
っ
て
流
れ
る
国
際
河
川
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
水
資
源
を
分
配
す
れ
ば
地
域
的

な
安
定
と
人
々
の
生
活
が
両
立
で
き
る
の

か
を
と
い
う
課
題
を
、
数
学
モ
デ
ル
を
使

い
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
。
そ
の
授
業
に

先
立
っ
て
、
中
近
東
の
水
問
題
の
資
料
を

社
会
科
の
教
師
が
提
供
す
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
さ
に
、
教
科
の
枠
を
超
え
た
学
校

の
総
合
力
が
試
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
後
期
課
程
で
生
物
担
当
の
齋
藤
淳
一

先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
大
事
な
の
は
、
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
よ
り
も
、
広
い
視
点
か
ら
一
つ
の
問
題

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
そ
こ
で
解
決
で
き

な
い
問
題
に
関
し
て
、
解
決
に
向
け
た
多

様
な
視
点
を
持
つ
こ
と
で
す
。
解
決
に
は

至
ら
な
い
ま
で
も
、
何
が
問
題
な
の
か
を

明
確
に
整
理
す
る
こ
と
で
複
眼
的
思
考
を

養
う
と
共
に
、
自
ら
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
帰
国
生
の
受
け
入
れ
で
実
績
を
持
つ
同

校
で
は
あ
る
が
、
生
徒
の
英
語
力
に
は
ば

ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
同
校
の
入

学
時
の
定
員
は
１
０
５
人
。
う
ち
約
７
割

は
附
属
小
学
校
か
ら
の
内
部
進
学
生
、
約

３
割
が
外
部
進
学
生
で
あ
る
。
こ
の
外
進

生
の
う
ち
約
７
割
は
帰
国
生
、
約
３
割
が

国
内
の
小
学
校
か
ら
の
進
学
者
だ
。
そ
の

後
も
各
年
次
で
編
入
生
を
受
け
入
れ
、
最

終
的
に
定
員
上
限
の
１
３
５
人
と
な
る
。

　
帰
国
生
に
は
外
国
語
作
文
を
課
す
が
、

な
か
に
は
１
年
次
（
中
学
１
年
）
で
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
フ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
英
語
力
を

持
つ
生
徒
も
い
る
。
国
内
の
公
立
小
学
校

か
ら
進
学
し
た
生
徒
と
比
較
す
る
と
、
英

語
力
は
当
然
な
が
ら
大
き
な
差
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
同
校
で
は
、
英
語
力
に
応

じ
て
「
ア
ド
バ
ン
ス
」「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

「
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
の
３
ク
ラ
ス

を
設
け
て
い
る
。
ア
ド
バ
ン
ス
は
哲
学
や

歴
史
、
科
学
な
ど
の
内
容
を
英
語
圏
の
ミ

ド
ル
ス
ク
ー
ル
と
同
等
の
レ
ベ
ル
で
学

ぶ
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
は
身
近
な
ト
ピ
ッ

ク
を
題
材
と
し
て
ス
ピ
ー
チ
や
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
エ
ッ
セ
ー
な
ど
を
書
く
経

験
を
積
む
。
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は
基

礎
的
な
英
語
力
の
習
得
を
目
指
し
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
コ
ー
ス
へ
の
橋
渡
し
と
す
る
。

　
英
語
を
学
ぶ
機
会
は
、
英
語
の
授
業
だ

け
で
は
な
い
。
英
語
を
使
っ
て
他
教
科
の

授
業
を
行
う
「
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
授
業
」
も

同
校
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。１
年
次（
中

学
１
年
）
半
ば
か
ら
学
期
に
１
回
ず
つ
地

理
や
理
科
な
ど
で
簡
単
な
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン

授
業
を
導
入
し
、
３
年
次
（
中
学
３
年
）

に
必
修
科
目
と
し
て
週
１
回
、
数
学
・
理

科
・
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
を
「
プ
レ
・
イ
マ
ー

ジ
ョ
ン
授
業
」と
し
て
実
施
。
４
年
次（
高

校
１
年
）
以
降
は
選
択
制
と
し
、世
界
史
、

政
治
・
経
済
、
物
理
、
化
学
、
生
物
で
英

語
に
よ
る
本
格
的
な
授
業
を
行
う
。

　
大
学
受
験
に
も
対
応
で
き
る
力
を
習
得

さ
せ
る
た
め
、
同
校
の
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
授

業
で
は
同
じ
内
容
を
英
語
と
日
本
語
で
行

う
。
例
え
ば
、
生
物
で
は
４
年
次
に
日
本

語
に
よ
る
生
物
の
授
業
を
２
単
位
行
い
、

５
年
次
（
高
校
２
年
）
に
も
う
一
度
、
ほ

ぼ
同
じ
内
容
の
授
業
を
英
語
で
行
う
。

　
Ｉ
Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
以
後
、
生
徒

の
英
語
力
の
向
上
は
顕
著
で
、
特
に
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
の
生
徒
が
ア
ド
バ
ン
ス

コ
ー
ス
の
生
徒
に
触
発
さ
れ
て
、
飛
躍
的

に
英
語
力
を
伸
ば
し
て
い
る
と
い
う
。

　
11
年
５
月
、
同
校
の
生
徒
が
海
外
研
修

と
し
て
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
の
高
校
で

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に

関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

際
に
は
、
質
疑
応
答
に
も
巧
み
に
答
え
る

 MYP 教科群 学習指導要領の教科（前期課程） 学習指導要領の教科（後期課程）

 言語A 国語 国語

 言語Ｂ 外国語 外国語

 人文科学 社会 地理歴史、公民

 数学 数学 数学

 科学 理科 理科

 芸術 音楽、美術 芸術

 体育 保健体育 保健体育

 テクノロジー 技術・家庭 情報

MYPの８つの教科群と学習指導要領との対応図２

「
世
界
」を
視
野
に
入
れ
た

イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
授
業
を
展
開

英
語
力
の
向
上
に
加
え

留
学
希
望
者
が
増
加
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Case 第
２
部

　
高
校
が
実
践
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取
り
組
み

1

2

3

4

こ
と
が
出
来
る
生
徒
が
目
立
っ
た
。
齋
藤

先
生
は
「
決
し
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
の
よ
う
に
流
ち
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
充
実
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。
英
語
力
は
こ
こ
ま

で
伸
ば
せ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
目
の
当

た
り
に
し
、
本
校
の
教
育
は
間
違
っ
て
い

な
い
と
確
信
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」

と
手
応
え
を
述
べ
る
。

　
留
学
希
望
者
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
５
年
次
で
海
外
の
大
学
を
進
学
先
と

し
て
視
野
に
入
れ
て
い
る
生
徒
は
、
学
年

の
約
２
割
に
当
た
る
20
人
に
上
る
。
ま

た
、
以
前
は
４
年
次
以
降
に
校
外
の
留
学

試
験
を
受
け
、
５
・
６
年
次
で
留
学
す
る

生
徒
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
３
年
次
で

試
験
を
受
け
て
合
格
す
る
生
徒
も
現
れ
て

い
る
。
大
学
受
験
を
見
据
え
る
と
留
学
は

早
い
ほ
う
が
入
試
ま
で
の
準
備
期
間
を
確

保
し
や
す
い
た
め
、
同
校
と
し
て
も
こ
う

し
た
生
徒
を
後
押
し
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
ま
た
、
国
際
系
の
学
校
で
は
文
系
志
望

の
生
徒
が
多
い
の
が
一
般
的
だ
が
、
同
校

で
は
理
系
志
望
者
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ

も
、
前
期
課
程
で
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
実
験

や
リ
サ
ー
チ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど

に
お
い
て
、
自
ら
仮
説
を
立
て
た
り
論
証

し
た
り
す
る
機
会
を
多
く
設
け
て
き
た
結

果
で
あ
る
と
い
う
。

　「
後
期
課
程
に
進
学
し
た
第
１
期
生

が
、
実
験
や
リ
サ
ー
チ
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
姿
を
見
て
、
Ｉ
Ｂ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
導
入
が
生
徒
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
前
期
課
程
の
段
階
で
、
自
分
な
り
に
仮

説
を
立
て
、
実
験
・
リ
サ
ー
チ
し
論
証
す

る
経
験
を
多
く
積
み
、
発
見
す
る
喜
び
を

知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。『
探
究
』『
挑

戦
』
と
い
っ
た
Ｉ
Ｂ
の
理
念
が
浸
透
し
て

い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。
こ
う
し
た

学
び
の
姿
勢
を
育
て
る
こ
と
で
、
生
徒
は

日
本
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
を
含
め
た
広

い
視
野
で
大
学
進
学
を
検
討
す
る
よ
う
に

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
齋
藤
先
生
）

　
生
徒
の
変
化
に
応
じ
て
、
教
師
た
ち
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　「
こ
こ
数
年
、
学
校
の
変
化
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
激
し
い
変
化
の
時
代
に

あ
っ
て
、
昔
の
自
分
に
し
が
み
つ
い
て
い

る
だ
け
で
は
い
け
な
い
こ
と
を
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
生
徒
が
も
っ
と
広
い
視
野
を

持
ち
、
そ
し
て
何
よ
り
も
学
問
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工

夫
が
出
来
る
の
か
、
私
自
身
も
楽
し
み
な

が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」（
秋
山
先
生
）

　
Ｉ
Ｂ
加
盟
校
と
し
て
３
年
目
を
迎
え
、

着
実
に
進
化
し
て
い
る
同
校
。
今
後
は
、

こ
の
実
績
を
て
こ
に
デ
ィ
プ
ロ
マ
課
程

（
Ｄ
Ｐ
）
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
い
く

と
い
う
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｐ
で
は
卒
業
に
当

た
っ
て
の
修
了
試
験
が
Ｉ
Ｂ
の
公
用
語
で

あ
る
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
課
さ
れ
る
。

外
国
人
教
師
の
確
保
や
施
設
の
充
実
な

ど
、
制
度
面
・
予
算
面
の
制
約
も
多
く
、

導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

　
ま
た
、
Ｍ
Ｙ
Ｐ
で
の
実
績
を
日
本
の
学

校
の
中
で
の
Ｉ
Ｂ
の
普
及
に
生
か
す
こ
と

も
、
今
後
の
課
題
だ
。

　「
文
部
科
学
省
が
Ｉ
Ｂ
加
盟
校
に
相
当

す
る
学
校
を
２
０
０
校
に
増
や
す
方
針
を

打
ち
出
し
た
以
上
、
本
校
が
そ
の
先
導
役

の
一
つ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

他
の
加
盟
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本

校
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
磨
き
を
か
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
導
入
を

検
討
し
て
い
る
他
校
を
支
援
で
き
る
教
師

の
育
成
に
も
、
目
を
配
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
福
泉

副
校
長
）

Oral Activity

Writing

Vocabulary

ストーリーや意見を即興
で自分の言葉で話し続け
ることの出来る時間

自分の意見や考えをエッ
セーなどで書く語数

読むことを始めとするコ
ミュニケーションに必要
な語彙数

 2分 3分 5分 7分

 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
 （中学１年） （中学２年） （中学３年） （高校１年）

 100語 200語 300語 400語

 600語 1000語 1500語 2000語

目標とする英語力（スタンダード、ファウンデーションクラス）図３

＊学校資料を基に編集部で作成

先
進
校
と
し
て

Ｉ
Ｂ
の
普
及
に
尽
力
す
る

25 2012  Extra Edition


